
　
岡
山
県
立
高
梁
高
校
が
、G

oogle 

の
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
「G

oogle 
W

orkspace for Education

」の
学

校
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
、
全
生
徒
の

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
を
行
っ
た
の
は
、

２
０
１
９
年
11
月
の
こ
と
。
県
内
で
先

駆
的
に
「
１
人
１
台
端
末
」
の
整
備
を

開
始
し
た
岡
山
県
立
林
野
高
校
の
取
り

組
み
な
ど
を
視
察
し
た
高
梁
高
校
の
教

師
が
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

力
を
育
む
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

が
不
可
欠
」
と
考
え
、
校
内
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
第
一
歩
と
し
て
、G

oogle

の

生
徒
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
を
決
め
た
。

　
生
徒
ア
カ
ウ
ン
ト
を
初
め
て
教
育
活

動
に
活
用
し
た
の
は
、
翌
20
年
２
月
。

高
校
入
試
で
登
校
禁
止
と
な
っ
た
３
年

生
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行

い
た
い
と
い
う
３
学
年
団
の
教
師
か
ら

の
提
案
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
期

間
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
や
小
論
文

指
導
な
ど
を
行
っ
た
経
験
が
、
約
１
か

月
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
た
臨
時
休
業
中
の
速
や
か

な
対
応
に
つ
な
が
っ
た
と
、
指
導
教
諭

の
西
村
能よ

し

昌ま
さ

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
臨
時
休
業
下
で
も
、
先
生
方
か
ら
、

『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
生
徒
を
支
援
し

て
い
こ
う
』
と
い
っ
た
声
が
自
然
に
上

が
り
ま
し
た
」

　
３
月
中
に
は
臨
時
休
業
中
の
時
間
割

を
作
成
し
、
遠
隔
授
業
を
実
施
。
課
題

を
配
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
を

記
録
し
た
動
画
を
配
信
し
た
り
、
一
方

的
な
説
明
だ
け
の
授
業
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
チ
ャ
ッ
ト
や
質
問
フ
ォ
ー
ム
を

利
用
し
て
双
方
向
性
を
高
め
る
工
夫
を

し
た
り
す
る
教
師
も
増
え
て
い
っ
た
。

　「
毎
回
の
授
業
の
板
書
を
撮
影
し
て

保
存
し
て
お
く
と
、
理
解
が
不
十
分
な

生
徒
が
納
得
い
く
ま
で
繰
り
返
し
視
聴

で
き
る
こ
と
、
対
面
授
業
で
は
発
言
が

苦
手
な
生
徒
も
、
チ
ャ
ッ
ト
や
メ
ー
ル

な
ど
で
発
言
を
促
す
と
、
比
較
的
意
見

を
出
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な

ど
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
を
私
た
ち
が
理
解
し
始
め
た
の
も
こ

の
頃
で
す
」（
西
村
先
生
）

　
臨
時
休
業
中
の
経
験
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

有
用
性
を
実
感
し
た
同
校
は
、
20
年
６

月
、
学
校
と
し
て
「
1
人
1
台
端
末
」

を
導
入
す
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
端
末
、

『書道Ⅰ』では、共同作業が可能なデジタルホワイトボード
Jamboard で、手本や生徒の作品を共有している。作品への書
き込みは端末上で行うので、やり直しも容易だ。（Ⓒ Google）

ICT環境	 学習者用端末：Chromebook
	 通信環境：無線ＬＡＮ（校内どこでも通信

可能）
	 通信速度：100Mbps／台以上
	 その他のICT機器：実物投影機、単焦点

プロジェクター、ワイヤレス映像受信機

様 な々教育活動で端末を利用し、
学校ぐるみでＩＣＴ活用のスキルを向上

岡山県立高
た か

梁
は し

高校
2021年度に、生徒１人につき１台の端末（以下、「１人１台端末」）が

導入された岡山県立高梁高校。
導入に向けての議論を20 年度から重ね、現在は多くの教科で

ＩＣＴを活用した授業を実践している。
PTAや学校事務職員の協力の下、学校全体として

「1人 1台端末」の活用を進めている。

臨
時
休
業
下
で
の
経
験
を
通
じ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
を
実
感

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
背
景
・
目
的

Pick Up!

3例事践実
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教科の授業での「1人1台端末」活用例

通
信
環
境
が
望
ま
し
い
か
を
議
論
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。

そ
う
し
た
折
、
岡
山
県
が
21
年
度
及
び

22
年
度
か
ら
、
県
立
学
校
で
保
護
者
の

負
担
に
よ
り
「
1
人
1
台
端
末
」
を
導

入
す
る
こ
と
を
決
定
。
高
梁
高
校
は
21

年
度
入
学
生
か
ら
の
導
入
と
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
ペ
ン
入
力
が
可
能
な
端
末
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
、Chrom

ebook

を
選
択
し
た
。
情
報
推
進
室
の
池
畑
陽

介
先
生
は
、「
ペ
ン
入
力
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
土

台
に
、
無
理
な
く
各
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
進
む
と
考
え
た
」
と
語
る
。

　「
数
式
や
記
号
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で

入
力
す
る
よ
り
も
ペ
ン
入
力
の
方
が
簡

単
で
あ
る
な
ど
、
生
徒
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
、
教
師
が

ス
ム
ー
ズ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め

に
も
、
ペ
ン
入
力
は
必
須
だ
と
考
え
ま

し
た
」（
池
畑
先
生
）

　
導
入
に
向
け
て
の
準
備
が
円
滑
に
進

ん
だ
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
事
務
職
員

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
西
村

先
生
は
謝
意
を
述
べ
る
。

　「
20
年
度
に
立
ち
上
が
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、
事
務
職
員
も

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
校
内

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
に
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
。『
1
人
1
台
端
末
』
を
使
っ

た
授
業
を
実
際
に
行
う
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
な
の
か
、

学
校
事
務
職
員
か
ら
助
言
を
も
ら
う
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
本

校
は
、県
が
整
備
し
た
も
の
と
は
別
に
、

指
導
教
諭
・
情
報
推
進
室

西
村
能
昌　

に
し
む
ら
・
よ
し
ま
さ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
数
学
科
。

情
報
推
進
室

池
畑
陽
介　

い
け
は
た
・
よ
う
す
け

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
情
報
科
、
数
学
科
。

1

2 3

紙
と
同
じ
感
覚
で
使
え
る

ペ
ン
入
力
を
採
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
ポ
イ
ン
ト

　課題の提出・添削を
オンラインで実施

クラウド上に
作品を共有し、批評し合う

『数学Ⅱ』では、週末課題の提出と添削をオンラインで実
施している。生徒は、課題に取り組んだノートを端末で撮
影し、Google Classroom を通じて提出。教師は、提出さ
れたノートの画像に直接書き込みを行って添削し、生徒に
返却する。提出状況の管理と添削の返却をスムーズに行う
ことができている。（Ⓒ Google）

『書道Ⅰ』では、課題についての解説動画を見ながら臨書
し（写真１）、自分の作品を撮影して Jamboard に貼りつ
ける（写真２）。モニターに作品を投影して教師が批評し
たり、生徒同士で Jamboard 上の作品のよい箇所に○を
つけたりする（写真３）。教師の指導をすぐに受けられる
ため、生徒は用筆・運筆法を習得しやすい。（Ⓒ Google）

設
立
　
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
　
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
家
政
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
鳥
取
大
、

島
根
大
な
ど
に
48
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど

に
延
べ
１
１
５
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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学
校
独
自
で
校
内
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
拡
充
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
事

務
職
員
か
ら
の
助
言
で
し
た
」

　
経
済
的
な
理
由
で
端
末
が
購
入
で
き

な
い
家
庭
の
生
徒
に
は
、
県
か
ら
端
末

が
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
そ
の
端
末
は
学
校
が
指
定
し
た
機

種
と
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
の
中
で
皆
と
違
う
端
末
を

使
う
こ
と
で
、
家
庭
の
経
済
事
情
が
ほ

か
の
生
徒
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
相
談
し
て
、

学
校
指
定
の
機
種
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
で

数
台
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
生

徒
に
は
学
校
か
ら
貸
与
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
」（
西
村
先
生
）

　
現
在
、
同
校
で
は
、
１
学
年
を
中
心

に
、多
く
の
教
師
が
「
1
人
1
台
端
末
」

を
活
用
し
た
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。

　
毎
日
の
連
絡
事
項
も
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ

が
始
ま
る
前
にG

oogle

ド
キ
ュ
メ
ン

ト
で
共
有
し
て
お
く
こ
と
で
、
欠
席
者

は
自
宅
で
連
絡
事
項
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
教
室
で
は
、
教
師
が
短
時
間

の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
を
、
生
徒
の
観
察
の
た
め
に

有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

紙
で
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
整
理
・

保
存
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
し

て
教
科
別
や
分
掌
別
に
配
信
す
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
、
プ
リ
ン
ト
を
な
く
し

た
り
、
提
出
が
遅
れ
た
り
す
る
生
徒
は

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　「
１
人
１
台
端
末
」
に
よ
る
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
こ
と
だ

と
、
池
畑
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
授
業
の
動
画
を
蓄
積
し
て
い
る
教

科
で
は
、
生
徒
は
理
解
が
曖
昧
だ
っ
た

授
業
の
動
画
を
、
理
解
で
き
る
ま
で
繰

り
返
し
視
聴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
多
く
の
教
科
で
、
課
題
を
紙
か
ら

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
配
信
に
切
り
替
え

て
い
る
の
で
、
生
徒
自
身
の
端
末
か
ら

全
教
科
の
課
題
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
机
や
ロ
ッ
カ
ー
の

中
か
ら
プ
リ
ン
ト
を
取
り
出
す
必
要
が

な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
空
き
時
間
に
端

末
を
開
い
て
課
題
に
取
り
組
む
生
徒
が

明
ら
か
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学

校
の
方
が
自
宅
よ
り
も
通
信
速
度
が
速

い
と
い
う
理
由
か
ら
、
課
題
は
休
み
時

端
末
を
開
け
ば
、

好
き
な
時
に
学
習
が
始
め
ら
れ
る

演習問題の正誤を即時に集計し、
解説の必要な問題を抽出

端末を用いて、
観察からレポート作成、提出まで実施

化学のマーク式問題の演習では、Google フォームのテス
ト機能を活用して、各問題の正答と配点を設定。解答
フォームを作成し、生徒に入力させることで、生徒の解答
を即座に採点し、正誤状況を確認できるようにしている。
正答率が 25 〜 50％の設問に絞って解説を行うなど、生
徒の実態を即座に把握し、解説が必要な問題を限られた時
間の中で的確に抽出して、効率的な解説を行うことができ
ている。（Ⓒ Google）

『生物基礎』の授業では、生徒は原核生物であるイシクラ
ゲを観察し、端末を使って校庭のイシクラゲを撮影。さら
に、光学顕微鏡で原核細胞を観察し、それを端末で撮影し
た。生徒は撮影した写真と考察などを、教師が Google ド
キュメントで作成したフォーマットに書き加えてレポー
トを完成させ、提出した。
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間
の
う
ち
に
取
り
組
み
終
え
よ
う
と
す

る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

が
取
り
組
む
べ
き
学
習
を
、
い
つ
、
ど

こ
で
取
り
組
む
と
よ
い
の
か
を
、
生

徒
が
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
１
人
１
台
端
末
環
境
に
よ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
」

　　
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
同
校
だ

が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
し

て
よ
い
こ
と
」
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
と
実
感
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

　「
学
校
祭
な
ど
で
は
、
楽
曲
な
ど
の

著
作
物
を
生
徒
が
演
奏
し
た
り
、
Ｂ
Ｇ

Ｍ
と
し
て
放
送
し
た
り
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
著
作
物
が
含

ま
れ
る
動
画
を
配
信
す
る
場
合
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信

と
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
拡
散
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
状
態
で
の
配
信
は
、
著

作
権
法
な
ど
の
法
律
上
で
の
取
り
扱
い

が
異
な
り
ま
す
。
多
く
の
教
師
が
、
実

際
に
そ
う
し
た
場
面
を
経
験
し
て
初
め

て
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。
教
師
や
生

徒
が
ア
イ
デ
ア
を
発
揮
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
中
で
は
、
想
定
外
の
出

来
事
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
も
学
び
の
創
造
の
一
部
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
や
県
が
示
す

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
し
、
校
内
研
修

で
周
知
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
使
用
を
過
度
に
制
限
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
に
も
、
留
意
し
て
い
ま
す
」

（
西
村
先
生
）

　
日
常
的
に
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
も
高
ま
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
完
全
に
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ざ

と
い
う
時
に
、
同
僚
や
管
理
職
に
す
ぐ

に
相
談
で
き
る
体
制
や
雰
囲
気
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
、
西
村

先
生
は
考
え
る
。

　「
端
末
を
手
に
、『
あ
れ
？
』
と
言
っ

て
い
る
同
僚
が
い
た
ら
、『
ど
う
し
ま

し
た
か
？
』
と
、
お
せ
っ
か
い
を
焼
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
あ

の
人
に
聞
け
ば
よ
い
と
、
皆
が
思
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
」

　日
々
の
業
務
を
通
じ
て
、
教
師
が
端
末

の
活
用
に
慣
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
西

村
先
生
は
語
る
。
高
梁
高
校
で
は
ま
ず
、

管
理
職
な
ど
の
校
内
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が

参
加
す
る
会
議
で
、
必
要
な
書
類
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
配
信
し
た
り
、G

oogle

ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
共
有
し
た
り
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
た
。
当
初
は
戸
惑
っ

て
い
た
教
師
も
い
た
が
、
次
第
に
慣
れ
、

会
議
に
端
末
を
持
参
す
る
の
が
あ
た
り
前

に
な
っ
て
い
っ
た
（
写
真
上
）。

　ま
た
、
端
末
の
操
作
や
ソ
フ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
の
研
修
は
、
同
校
で
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
な
い
一
方
で
、
授
業
で
端
末
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
教
師
に
、
自
身
の

実
践
内
容
を
短
時
間
で
話
し
て
も
ら
う
機

会
を
多
く
設
け
た
（
写
真
下
）。

　「同
僚
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
、
面
白
そ

う
だ
な
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ

た
教
師
が
、
自
ら
教
え
を
請
い
、
実
践
す

る
な
ど
、
端
末
の
活
用
が
校
内
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
」（
西
村
先
生
）

　「情
報
科
の
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
情
報

科
以
外
の
教
科
の
教
師
の
実
践
内
容
も
紹

介
さ
れ
る
の
で
、『
自
分
で
も
で
き
る
か
も
』

と
思
え
る
の
で
し
ょ
う
」（
池
畑
先
生
）

使
う
ほ
ど
新
た
な
課
題
に
出
合
う

必
要
な
の
は
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気

展
望
と
課
題

職員会議では、クラウド上の議事録フォーマットに、
出席した教師が意見などを書き込む。実際に使ってみ
ることで、授業の活用アイデアも生まれやすくなる。

授業での端末活用を同僚に発表する教師。同僚を生徒
役にして、実際に端末を使ってデモンストレーション
をする教師も多い。

職
員
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で

端
末
の
活
用
ス
キ
ル
が
向
上

【
校
内
研
修
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進
の
工
夫
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